
三
月
一
日
、
第
六
十
三
回
卒
業
式
が
、
多
数
の
来

賓
の
皆
様
の
御
臨
席
の
下
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
六
十
三
期
生
の
男
子
一
五
八
人
、
女
子
一
四
九

人
、
計
三
〇
七
人
の
卒
業
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
晴
れ

や
か
な
表
情
で
、
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
た
高
校
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

上
級
学
校
で
の
勉
学
や
実
社
会
で
の
仕
事
に
対
す
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

大
迫
勝
次
校
長
は
式
辞
の
中
で
、
「
謙
虚
に
学
び

続
け
、
未
見
の
我
を
発
見
し
て
ほ
し
い
。
人
、
自
分
、

仕
事
に
対
し
て
誠
実
に
生
き
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。
」

と
果
敢
に
立
ち
向
か
う
よ
う
励
ま
し
、
地
元
の
内
之

浦
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
」
の
偉
業
に
触
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
原
浩
一
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
期
の
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
」
の
「
私
は

実
際
に
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い

る
。
知
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
、
知
識
は
活
用
し
な

く
て
は
。
意
志
だ
け
で
は
い
け
な
い
、
行
動
し
な
く

て
は
。」
の
言
葉
を
交
え
て
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
生
徒
会
長
の
濱
田
一
平
君
の
送
辞
に
対

し
、
卒
業
生
代
表
の
諏
訪
原
健
君
が
、
答
辞
を
す
べ

て
暗
唱
し
て
堂
々
と
こ
た
え
ま
し
た
。

卒
業
生
全
員
が
、
当
日
の
晴
天
の
よ
う
に
晴
れ
や

か
な
表
情
で
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。
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平成２３年

３月２８日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

四
月
の
主
な
行
事
予
定

四
月

一
日
（
水
）
学
年
始
休
業
﹇
〜
五
日
﹈

六
日
（
水
）
新
任
式

始
業
式

〃

入
学
式
準
備

七
日
（
木
）
入
学
式

八
日
（
金
）
実
力
考
査
（
二
・
三
年
）

﹇
〜
一
一
日
﹈

一
一
日
（
木
）
対
面
式

〃

新
入
生
テ
ス
ト
（
一
年
）

〃

二
者
面
談
（
二
・
三
年
）

﹇
〜
二
二
日
﹈

一
二
日
（
火
）
朝
課
外
開
始
（
二
・
三
年
）

〃

胸
部
Ｘ
線
検
査
（
一
年
）

〃

部
活
動
紹
介
（
一
年
）

一
三
日
（
水
）
尿
検
査
一
次
﹇
〜
一
四
日
﹈

〃

歯
科
検
診

一
四
日
（
木
）
内
科
検
診
（
一
年
）

〃

部
活
動
見
学
ツ
ア
ー
（
一
年
）

一
五
日
（
金
）
ク
レ
ペ
リ
ン
検
査
（
一
年
）

一
八
日
（
月
）
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ウ
イ
ー
ク

﹇
〜
二
二
日
﹈

一
九
日
（
火
）
内
科
検
診
（
三
年
）

二
〇
日
（
水
）
宿
泊
学
習
（
一
年
）

﹇
〜
二
二
日
﹈

二
二
日
（
金
）
一
日
遠
足
（
二
・
三
年
）

※

都
合
に
よ
っ
て
変
更
・
追
加
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
分
の
信
ず
る
道
を
進
む
三
星
健
児
に

三
〇
七
人
が
巣
立
っ
た
第
六
十
三
回
卒
業
式

東日本大震災義援金活動（生徒会）

未曾有の大震災が東北・関東地方を襲い，多くの犠牲者と避

難生活を余儀なくされている方々に，心からお見舞い申し上げ

ます。

鹿屋高校では，早速，生徒会を中心に募金活動を行いました。

３月２８日に行った募金活動では，120,424円が集まりました。
また，今後も大隅地区の全高校が一体となり，街頭募金活動

を行うことになりました（南日本新聞や各報道機関でも紹介さ

れました。）。４月３日（日）にプラッセだいわで行った募金活

動では，146,201円が集まりました。
今後も，大隅地区が一体となり活動を続けて参ります。

卒業証書授与

校長式辞

卒業生答辞暗唱(諏訪原健 君)

うれしいニュース

「ＰＴＡ便り」が鹿屋市で最優秀賞

平成２２年度鹿屋市ＰＴＡ広報紙コンクール
で，「鹿屋高校ＰＴＡ便り」が，最優秀賞を獲得
しました。広報部の皆さんの日ごろの努力が見

事に実りました。
なお，鹿児島県ＰＴＡ広報紙コンクールでも

高校の部で佳作となり，二重の栄冠を達成しま

した。

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。



平成２２年度 学校関係者評価結果について

学校関係者評価とは，本校内で行われる自己評価（生徒・教職員）を基にして，保護者や地域住民・中学校関

係者等の代表の方々５人を評価委員として依頼して，本校の重点目標について評価していただく制度です。評価

を実施することで，学校の組織的・継続的な改善，学校・家庭・地域の連携協力による学校づくり，学校の教育

水準の向上等を目指しています。本年度は，第１回を７月７日（水）に，第２回を９月１８日（土）文化祭当日

に，第３回を２月１８日（金）に開催しました。

評価項目（重点目標） 評 価 委員からの要望等

１ 生徒と教員が一体となって授業等に取り組 ４.０ ・大隅地区の進学校として熱心に取り組み，ある程度の成

み，進路実現へのモチベーションを高める。 果を上げている。

・授業参観した際，生徒の授業に対する態度が良かったこ

とが印象に残った。

・習熟度別授業が行われているが，伸びる生徒を更に伸ば

すためのクラス編制も考慮してはどうか。

２ 生徒は，学校行事（体育祭，文化祭，部活 ４.０ ・生徒は学校行事に積極的に取り組んでいる。生徒の生き

動）等に積極的・主体的に取り組み，三星健 生きとしている姿をもっと校外へ発信して生徒募集に生か

児として凛々しく活動させる。 してほしい。

・文化祭を見学し，生徒が力強く楽しそうに活動している

姿が印象的であった。

・生徒の主体的な活動の様子を学校便り等を通してよく発

信している。

３ 服装・あいさつなどの基本的生活習慣を確 ３.２ ・服装の乱れはみられなかった。保護者は通学時の事故が

立させ，交通安全指導を十分に行って事故・ 一番心配であり，交通安全指導はより一層力を入れてほし

違反防止に努める。 い。

・生徒のあいさつが元気がよく，気持ちがいい。

４ 生徒との個別面談やカウンセリング等を充 ３.６ ・学校での教育相談において，カウンセリングの先生を交

実させ，保護者等との連携を十分に図る。 えて意見交換をしているのを知り，生徒のことをよく考え

ていることが分かった。

・不登校，保健室登校の生徒の状況とその対応には一層力

を入れてほしい。

５ 校内からの情報発信を活発に行うとともに， ３.２ ・学校説明会の際の学校紹介ＤＶＤは，中学生が鹿屋高校

校外でのボランティア活動や部活動の実績を のことをよく理解する上で効果的であったと思う。

向上させ，入学生徒の確保に努める。 ・学校のホームページで鹿屋高校のよさを積極的に情報発

信してほしい。

６ その他 ― ・各種アンケートの集計結果が前年度よりも良くなってお

り，学校が生徒のことをよく考えておられる結果だと感じ

た。

・難しい時代であるからこそ，学校と家庭との連携をより

一層密接に図り，生徒が豊かな学校生活を送れるようにし

てほしい。

※ 評価は４段階評価.。

※ 評価基準；４＝十分評価できる ３＝おおむね評価できる ２＝あまり評価できない １＝ほとんど評価できない
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